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２ ⾧崎原爆資料館展示更新基本設計（案）
の中間報告について
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３ 国指定史跡⾧崎原爆遺跡旧城山国民学校校舎保存整備の進捗について

１ 事業概要

国指定史跡⾧崎原爆遺跡を構成する旧城山国民学校校舎につ
いて、令和２～３年度に実施した耐震調査及び診断を踏まえ、耐
震化を含む保存整備を行う。

（１）施設概要
ア 位 置 ⾧崎市城山町95番地 市立城山小学校内

（爆心地から約500ｍ）
イ 建設時期 昭和１２年（1937年）
ウ 構 造 鉄筋コンクリート造 ３階建て
エ 来館者数 修学旅行生など年間約３万人

（２）進捗状況
年度 実施事業 事業費

令和２年度 耐震予備調査 決算額 ４，４０９千円

令和３年度 耐震調査・診断 決算額 １３，８３１千円

令和４年度 基本設計 決算額 ９，１０９千円

令和５年度 実施設計（１年目） 予算額 １３，７９０千円
決算額 ３，０３９千円
（繰越額 １０，７５１千円）

令和６年度 実施設計（２年目） 事業予定額 １３，１２１千円（繰越額含む）
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２ 実施設計（案）の概要

（１） 経過

年度 実施事業 事業内容

令和４年度 基本設計 被爆校舎の両端に補強構造体を設置して耐震性を確保しようとするもので、文化財を保護する
という点から内部ではなく外部から補強する方法とした。（図１）

令和５年度 実施設計
（１年目）

工事予定地の発掘調査を令和５年11月から12月にかけて実施したところ、現在解体されている
旧校舎の基礎のほか、古いコンクリート片や炭化物を含む土層などの地下遺構が検出（図２）
され、その取扱いと適切な工法の検討が必要となった。
そのため、令和６年度へ実施設計を繰り越した。

令和６年度 実施設計
（２年目）

令和４年度の基本設計と比較して、令和５年度に検討した設計案では地下遺構を大きく掘削
（深さ約1.6m）することとなり、遺構を傷つけることとなるため、再検討し、被爆当時の土層
を保護する形での設計を進めた。（図３－①②）また、外部補強構造体が転倒することのない
基礎形状での設計を進めている。（図３－②及び図４）

図１ 令和4年度時点の構造立面図（案）

赤色＝被爆当時に存在した部分
青色＝戦後増築された部分
紫色＝内部補強体(筋交い):×不採用
緑色＝外部補強構造体:○採用

階段室
（増築部）

側廊部
（増築部）

側廊部
（増築部）

階段室
（当初部）
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２ 実施設計（案）の概要

（１） 経過

図２ 令和５年度発掘調査状況

古いコンクリート片
や炭化物を含む土層

現在は解体されてい
る旧校舎の基礎
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２ 実施設計（案）の概要

（２） 見直した設計工法の考え方

図３ー① 令和５年度に検討した設計案 図３ー② 令和６年度に再検討した考え方

補強構造体 補強構造体

▼地表面 ▼地表面

▼遺構面 基礎（深） ▼遺構面

▼地盤面 ▼地盤面

アンカー

工法の
再検討が必要

（軽量）（重量）
被爆校舎被爆校舎

補強構造体としては堅牢だが、
大きな基礎やアンカーを必要と
するため地下遺構を傷つける

補強構造体としての強度は中度（耐震性
には影響なし）だが、小さな基礎で良く、
アンカーも必要としないため地下遺構を
傷つけない

旧校舎の
基礎遺構

旧校舎の
基礎遺構

約1.6m ・L字状）

【変更内容】

・アンカー不使用。

・基礎を浅く,Ｌ字状に。

・補強構造体の重量を検討。

約0.6m基礎（浅
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（３） 構造設計（案）

図４ 現時点の構造平面図（案）

延伸した基礎部分

２ 実施設計（案）の概要
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（４） 外観（案）

①平和公園の方向（矢印）から見た外観

文化財の保存整備の考え方から、今回設置する補強構造体は建物の色やサインなど、周囲の景観に配慮しつつ、
被爆当時の建物との違いが分かるようにする必要がある。
今後関係者の意見や「国指定史跡⾧崎原爆遺跡保存・整備委員会」の指導・助言を経て決定する予定。

赤囲…補強構造体

２ 実施設計（案）の概要
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（４） 外観（案）

②城山小学校校門前の方向（矢印）から見た外観

赤囲…補強構造体

違和感がないよう既存部と梁や柱の大きさや高さを揃える。
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（４） 外観（案）

③渡り廊下側の方向（矢印）から見た外観

赤囲…補強構造体
橙囲…エレベーター

違和感がないよう既存部と梁や柱の大きさや高さを揃える。
補強物とわかるよう既存部と異なる白色（コンクリートの色）とする。

エレベーターは北端に設置し目立たないようにする。

壁面には木製パネルやガラスを設置する。
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3 スケジュール

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度～

令和６年
２月議会
時点

変更後

実施設計

（地下遺構の
取扱い検討）

文化庁現状
変更許可

入札執行
仮契約 保存修理工事

実施設計

（遺構検出） （地下遺構の
取扱い検討）

発掘調査等

文化庁現状
変更許可

発掘調査等
入札執行
仮契約 保存修理工事

（遺構検出）

展示改修

展示基本計画 展示内容調査検討 展示基本設計 展示実施設計・施工

展示改修

展示基本計画 展示内容調査検討 展示基本設計 展示実施設計・施工

-39-



別冊
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